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計 測 , 平 成 4 年 度 衝 撃 波 シ ン ポ ジ ュ ー ム 講 演 論 文 集 、  2 9 7 - 3 0 2
藤 井 直 之 , 谷 口 宏 充 ( 1 9 蛤 ) : 火 1 1 1 性 爆 発 と 衝 蛾 波 、 平 成 4 年 度 衝 撃 波 シ ン ポ
ジ ュ ー ム 誰 弐 寅 盲 命 文 集 、  1 - 6
T .  s a i t o ,  T .  K i t a m u r a ,  K .  T a k a y a m a ,  N .  F u j i i  a n d  H .  T a n i g u c h i ( 1 9 9 4 ) :  N u m e r i c a l
S l m u l a 訂 o n  o f b ] a s t  w a v e  T o p a g a t i o n  m d u c e d  b y  e r u p t l o n s  o f v o l c a n o e s ,  s h o d く  W a v e s







フ. H. Taniguchi a995): EXP]osion mechanism generated beneath a hot rhyo]itic lava
aow : phreatomagmatic explosion of eqU11ibrium destructlon type, proc.1nternat
Sympo.1ntense Multゆhase lnteractionS σapan・us seminar), santa Barbara,
California ,338・343
8. J.1to and H. Taniguchi(1995): Explosion process for the secondary hydroeruptlons
Which occured in the advandng lava flow : spirade and it's ejecta m shilane]1ma ]ava









12. H. Taniguchi, H. oshima, T Hasena1仏, Research Group on volcanic EXP】osion (1997)
Field explosion experiments fω、 the understanding of explosive volcanlsm, n、OC




13. K. Takayama,0. onodera, S. Hayakawa, K. Yamada, T. salto, N. Fuj11, H. Tan壌Uchi
and H. Madet (1997): overpressure measurement of blast wave created at
explosive a・uptlon of Mt. Aso and intenction of gas bubbles with shock waves m




14. T. Miyamoto, H Fujimaki, T. Hasenaka, A. Kitakaze and H. Taniguchi(1998)
Pre]iminary investigation of the continental mantle materials beneath
Kuandian,Liaoning, Northeastern chlna, Northeast Aslan studies,2,1-8.
15. T. Miyamoto, H Fujimaki, T. ohba,T. Hasenaka, A. Kitakaze and H. Tan蠣Uchi
(1998): Major and some Trace Elements in the volcanic Rocks From u]reung






61 7 . 長 谷 中 利 昭 , 李 文 遠 . 谷 口 宏 充 , 北 風 嵐 , 宮 本 毅 , 膝 巻 宏 和 ( 1 的 8 )
韓 国 , 済 外 μ W 攻 火 1 _ 1 _ 1 群 の 火 山 カ タ ロ グ 、 東 北 ア ジ ア W 「 究 , 2 , 4 1 - 7 4
1 8 . 山 木 裕 j 切 , 谷 1 1 宏 充 ( 1 9 9 9 ) : 小 価 賀 島 半 . 成 火 山 群 の 火 山 地 質 , 東 北 ア ジ ア 研
3 t , 3 , 2 0 1 - 2 3 2
1 9 .  T .  M i y a m o t o ,  H .  F u j i m a k i ,  T .  H a s e n a l く a  a n d  H .  T a n i g u c h i ( 1 9 9 9 ) :  c o n t i n e n t 2 1
m a n d e  x e n o l i t h s  b e n e a t h  W 2 n g q i n g ,  J i l i n  p r o v i n c e ,  N o r t h e a s t e r n  c h i n a ,  N o r t h e a s t
A s i a n  S 加 d l e s , 3 , 2 3 3 - 2 4 7
2 0 .  T .  H a s e n a k a ,  Y D .  L i t a s o v ,  H .  T a n i g u c h i ,  T  M i y a m o t o ,  H .  F u j i m a l d  a 9 9 9 ) :  c e n o z o i c
V O ] c a n l s m  i n  s i b e r l a  :  a  r e v i e w ,  N o r t h e a s t  A s i a n  s t u d i e s , 3 , 2 4 9 - 2 7 2
2 1 .  K .  L i t a s o v ,  Y  上 i t a s o v ,  H .  F u j i m a l d ,  T .  M i y a m o t o  a n d  H .  T a n i g u c h i ( 2 0 0 の :  M a n u e
e v o l u t i o n  b e n e a t h  t h e  e a s t e r n  B a i k a l  r e g i o n ,  R u s s i a ,  N o r t h e a s t  A s i a n  s t u d i e s , 4 ,
1 4 5 - 1 7 2
2 2 .  v v  l v a n o v ,  H .  T a n i g u c h i ,  V V  D v i g a ] o  a n d  A .  G o t o  ( 2 0 0 の :  E X P ] o s i v e  v o l c a n i s m  i n
K a m c h a t k a ,  N o r t h e a s t  A s i a n  s u d i e s , 4 , 1 7 3 - 2 0 6
2 3 . 横 尾 亮 彦 , 谷 Π 宏 充 く 2 0 0 1 ) : 桜 局 火 正 Ⅱ 1 ' . 次 溶 岩 流 の 形 成 プ ロ 七 ス , 東 北 ア
ジ ア 研 究 、  5 , 船 、 1 1 2
2 4 .  K .  L i t a s o v ,  Y . 1 t o h ,  Y  L i t a s o v ,  A .  K i t a k a z e ,  H .  T a n i g u c h i  a n d  E .  o h t a n i ( 2 0 0 1 ) :  N e w
d a t a  o n  x e n o l i t h s  a n d  m e g a c r y s t S  丘 o m  a l k a 】 i n e  b a s a l t s  o f  B a l ' t o y  v o l c a n i c  f i e l d
( B a i k a l  r e g i o n ,  R u s s i a ) ,  N o r t h e a s t  A s i a n  s t u d i e s , 5 , 1 1 3 - 1 4 8
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市 原 美 恵 , 後 藤 章 夫 , 谷 口 宏 充 , 火 島 彰 、 光 , 井 口 正 人 ( 2 0 0 5 ) : 無 人 火 山 探 査
M O V E 搭 載 観 測 シ ス テ ム の 仕 様 と 試 , 験 結 果 , 特 定 領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ


















































中 村 一 輝 , 鈴 木 由 希 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) : 軽 石 の 気 泡 ・ マ イ ク ロ ラ イ ト の 組 織
か ら 推 定 す る 有 珠 火 山 1 9 7 7 年 プ リ ニ ア ン 噴 火 に お け る マ グ マ の 上 昇 過 程 , 特 定
領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 平 成 1 8 年 度 研 究 成 果 報 告 書 , 領 域 代 表
者 井 田 喜 明 , 2 8 7 - 2 8 9
谷 口 宏 充 , 後 藤 章 夫 , 久 利 美 和 , 市 原 美 恵 , 前 野 深 , 嶋 野 岳 人 , 金 子 克 哉 ,
山 田 功 夫 ( 2 0 0 7 ) : 伊 豆 大 島 三 原 山 に お け る 無 人 火 山 探 査 車 M O V E の 運 用 試
験 , 特 定 領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 平 成 1 8 年 度 研 究 成 果 報 告 書 ,
領 域 代 表 者 井 田 喜 明 , 3 0 4 - 3 Ⅱ
市 原 美 恵 , 谷 口 宏 充 , 後 藤 章 夫 ( 2 0 0 7 ) : 無 人 火 1 _ [ 1 探 査 車 M O V E の 改 良 点
( 2 0 0 6 ) , 特 定 領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 平 成 1 8 年 度 研 究 成 果 報 告
沓 . 領 域 代 表 者 井 田 喜 明 , 3 1 2 3 1 5
後 藤 章 夫 , 古 川 剛 , 小 川 俊 広 , 佐 宗 章 引 、 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) : 高 圧 ガ ス を 用
い た 火 山 爆 発 模 擬 実 . 験 一 そ の 3 : 圧 力 波 形 , 特 定 領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ ナ
ミ ッ ク ス 」 平 成 1 8 年 度 研 究 成 果 綴 告 書 , 領 域 代 表 者 井 田 喜 明 , 3 1 6 - 3 1 9
前 野 深 , 今 村 文 彦 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) : 火 U _ 1 性 津 波 の 数 値 解 析 手 法 の 現 状 と
実 例 へ の 適 用 の 課 題 , 特 定 領 域 研 究 「 火 山 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 平 成 1 8 年 度






地 学 教 育 関 係
谷 口 宏 充 ( 1 9 7 フ )
1 1 2 - 1 1 3 .
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谷 口 宏 充 ( 1 9 7 フ ) : 岩 脈 の 観 察 を と お し て マ グ マ の 挙 動 を さ ぐ る , 新 地 学 教 材
の 研 究 , コ ロ ナ 社 , 1 2 6 - 1 2 7
谷 口 宏 充 , 神 前 博 子 , 谷 口 真 樹 江 , 松 原 一 枝 、 片 寄 幸 子 ( 1 9 7 9 ) : 安 威 川 一 そ
の 形 成 と 流 水 の は た ら き ー , 大 阪 の 地 学 教 育 , 1 , 9 - 1 6
谷 口 宏 充 , 士 井 恵 子 , 藤 原 麻 砂 子 ( 1 9 8 2 ) : 大 阪 の 水 系 模 様 と 初 等 理 科 へ の 導
入 に つ い て . 大 阪 の 地 学 教 育 , 4 , 1 3 - 2 0
谷 口 宏 充 ( 1 9 8 5 ) : 地 形 図 か ら 土 地 の 構 j 戎 と 生 い 立 ち を 推 論 す る , 身 近 な 白 然
を 生 か し た 地 学 教 材 の 研 究 , 東 洋 鮪 出 版 社 , 1 1 8 - 1 2 1 .
谷 口 宏 充 , 膿 一 郎 ( 1 9 8 5 ) : 汐 の 宮 火 山 岩 一 露 頭 の 観 察 に よ っ て 理 解 さ れ る
こ と ー , 大 阪 の 地 学 教 育 , フ , 1 5 - 2 0 .
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吉 田 真 理 夫 , 谷 口 宏 充 、 大 場 司 大 島 弛 、 光 , 火 山 燃 発 研 究 グ ル ー プ ( 1 9 9 9 )
野 夕 W 暴 発 実 験 と 火 山 爆 発 現 象 ン 爆 発 エ ネ ル ギ ー ー 爆 発 深 度 ・ ク レ ー タ ー 径 ・ 弾
道 放 出 物 到 逹 1 序 川 の 問 の 相 似 則 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 9 年 合 同 大 会 . 東 京
V  l v a n o v ,  V  D v i g a l o  a n d  H .  T a n i g u c h i  ( 1 9 9 9 ) :  E x p l o s i v e  v o l c a n i s m  o f  K a m c h a U ζ a
地 球 惑 星 科 学 渕 速 学 会 1 9 9 9 年 合 同 大 会 . 東 京
7
2 0 0 0 年
1 .  K . 上 i t a s o v , 大 谷 栄 治 、 谷 Π 宏 充 ( 2 0 0 0 ) '  s t a b i l i w  o f d e n s e  h y d r o u s  p h a s e s i n  p y r o l i t e ・
H 2 0 s y s l e m 叩 t 0 2 5  G p a . 地 球 惑 星 羽 ・ 学 1 判 連 学 会 2 0 0 0 年 合 同 大 会 , 東 京
2 . 江 口 友 市 , 谷 凱 宏 充 , 斉 藤 務 , 高 1 _ L 1 東 圷 与 ( 2 0 0 0 ) : ブ ラ ス ト の 委 剣 直 シ ミ ュ レ ー
七 ン ト ヘ レ ン ズ 火 山 1 9 8 0 年 5 月 1 8 日 の 暗 ソ く 、 . 地 球 惑 星 利 , り 甥 述 学 会
シ ョ ン
2 0 0 2 年 合 同 火 会 , 東 京
3 . 江 沢 友 則 , 谷 1 1 宏 充 ( 2 0 0 0 ) : 伊 豆 新 島 向 山 火 山 に 見 ら れ る 三 次 燃 発 活 動 の 痕
跡 地 封 ひ & 呈 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 介 同 大 会 , 東 京
4 . 後 藤 章 夫 , ブ d 昜 司 , 吉 山 真 理 夫 , 西 村 太 志 , 谷 U 宏 充 , 火 1 1 1 爆 発 研 究 グ ル ー
プ ( 2 0 0 0 ) : 野 外 煤 発 実 験 に お け る 爆 風 圧 ・ ク レ ー タ 径 ・ 1 条 即 形 状 と 薬 品 ・ 発
破 深 度 の 関 係 . 地 球 惑 星 科 学 関 速 学 会 2 0 0 0 年 合 同 大 会 , 東 京
5 . 横 尾 亮 彦 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 0 ) : 櫻 島 火 山 東 部 大 正 ブ . 次 溶 岩 流 の 形 成 過 程 . 地 球
惑 星 利 ・ 学 関 迎 学 会 2 0 0 2 午 介 同 大 会 , 東 京
6 . 草 小 打 高 志 、 鎌 剛 桂 子 、 佐 形 " 専 明 、 谷 1 _ 1 宏 充 ( 2 0 0 0 ) : 1 9 9 1 年 9 月 1 5 日 , 雲 仙 火
山 平 成 の 噴 火 で 発 生 し た リ 師 1 流 に と も な う 火 砕 サ ー ジ の 流 体 密 度 . 日 本 火 山 学
会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会 , 水 戸
フ . 辻 村 ' 知 之 , 秋 打 瑞 彦 , 北 風 嵐 , 後 膝 章 夫 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 0 ) : マ グ マ に 対 す
る 耐 紬 t 溶 解 度 の 実 ' 験 的 研 究 ; と く に 珪 酸 増 ガ ラ ス 組 成 と の 関 係 . 日 木 火 1 _ Ⅱ 学 会
2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会 , 水 戸
8 . 谷 1 Ξ 1 宏 充 , 後 藤 章 夫 , 宮 木 毅 , 大 場 引 , 糧 尾 亮 彦 , 大 島 彰 、 光 ( 2 0 0 0 ) : 有
珠 山 2 0 0 0 年 噴 火 の 惰 野 を パ ラ メ ー タ と 傭 g 断 幾 構 . 日 本 火 山 学 会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大
Z X
万 く 戸 'ユ ニ { ,
9 . 横 尾 亮 彦 , 大 場 司 , 谷 日 宏 充 , 後 藤 章 夫 , 宮 本 毅 , 大 島 弘 光 . 火 山 傑 発 研
究 グ ル ー プ ( 2 0 0 0 ) : 有 珠 山 2 0 o d 弔 磯 火 に お け る 爆 発 エ ネ ル ギ ー 暈 と 爆 発 深 度
日 木 火 山 学 会 2 0 0 0 年 度 秋 季 大 会 , 水 戸
10. H. Taniguchi, T Eguchil, A. Goto, A. Yokoo, T ohba, T. salto and K. Takayama
(2000): Mechanism and Hazard Atea prediction for the 200O USU Explosive
Eruption, Japan.1nternational Association of volcan010gy and chemistry of the
Earth'slnterior, General Assembly Ba11,1ndonesla
11. T. ohba, A. Goto, H. Taniguchi, M. Yoshida, Research Gtoup on volcanic Explosion
(2000): Field explosion experiment: kinetics of P雛'ticles.1nta、national Assodation
Of volcan010gy and chemistry of the Earth's lnterlor, General Assembly, Bali,
Indonesla
12A. Goto, M. Yoshida, H. Tan喰Uchj, T ohba, Research Gmup on volcanic Explosion
(2000): Field explosion experiments: over叫'essure and crater size.1nternational
Assodati01] ofvolcano]ogy and chemlstry 0介he Earth's lnterior, General Assembly,
Ba11,1ndonesla
13. H. Tanigud〕i, oshima, H., Goto, A., Yokoo, A., Miyamoto, T. and Research Group on
Volcanic Explosions (200の: The relations among explosion energy, depth and the
Surface phenomena and their application t0 伽e 20oo usu explosive eruptlon. The
2nd lnternational seismic、volcanic workshop on North・Japanese, Kurile・
Kamchatkan, and Aleutian、Alaskan subduction processes.0・numa and sapporo
14. A. Goto, Taniguchi, H., Yokoo, A., Miyamoto, T., Eguchi, T., ohba, T, Yoshida, M.,
Yamamoto, H., Ezawa, T., Akatsu, Y., Maeno, F;, Hasenaka, T., Hayashl, S. and
Oshima, H.(2001): EXP]osion Energy and Disaster Distribution of usU 2000
EXP]osive Eruption. vvestern paclfic Geophyslcal Meetlng, Tokyo
19
15. H. Taniguchi, ohba, T., Miyamoto, T., Goto, A., Yokoo, A., Eguchi, T., Yamamoto, H.,
Ezawa/「「 Akatsu, Y., Maeno, E and oshima, H.(2001): Mechanisms of phreatic
Explosion and Explosion・style change of usU 200O EXPloslve Eruptlon. western









江 沢 友 則 , 谷 口 宏 充 , 伊 1 制 頓 一 : 黒 曜 岩 の 水 和 実 験 と 水 和 層 法 に よ る 伊 豆 新 島
火 山 の 活 動 年 代 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 1 年 合 同 大 会 、 東 京
火 場 司 . 谷 1 コ 宏 充 , 宮 本 毅 , 林 信 太 郎 , 長 谷 中 利 明 : 秋 田 焼 山 1 9 9 7 水 蒸
気 爆 発 の 噴 火 メ カ ニ ズ ム と エ ネ ル ギ ー . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 1 年 合 同 大
会 , 東 京
草 野 高 志 , 鎌 田 佳 子 , 佐 藤 博 明 , 谷 口 宏 充 : 雲 仙 火 山 1 9 9 1 年 9 月 1 6 日 火 砕 サ ー
ジ の 垂 這 密 度 分 布 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 1 年 合 同 大 会 、 東 京
赤 津 義 信 , 谷 口 宏 充 , 宮 本 毅 : 口 永 良 部 島 の 火 山 地 質 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学
会 2 0 0 1 年 合 同 大 会 , 東 京
前 野 深 , 宮 本 毅 , 谷 口 宏 充 : 鬼 界 カ ル デ ラ の 後 カ ル デ ラ 活 動 史 . 地 球 惑 昂
科 学 関 連 学 会 2 0 侃 年 合 同 大 会 , 東 京
葛 西 志 津 , 後 藤 章 夫 , 大 谷 栄 治 , 谷 口 宏 充 , 近 藤 忠 : 高 温 下 に お け る 火 星 マ






2 0 0 2 年
1 . 田 中 倫 久 , 宮 本 毅 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 2 ) : 十 和 田 火 山 平 安 噴 火 の 火 山 地 質 . 地
球 惑 星 . 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京
2 . 谷 口 宏 充 , 火 山 爆 発 研 究 グ ル ー プ ( 2 0 0 2 ) : 野 , 外 実 験 で 火 山 爆 発 現 象 を 模 擬 す
る . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京
3 . 宮 本 毅 , 中 川 光 弘 , 成 澤 勝 , 大 場 司 , 長 瀬 敏 郎 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 2 ) : 白
頭 山 1 0 世 紀 噴 火 の 噴 火 時 系 列 と 火 山 伝 承 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 火
Z N
東 京
4 . 後 藤 章 夫 , 谷 口 宏 充 , 北 風 嵐 ( 2 0 0 2 ) : ガ ラ ス 繊 維 伸 長 法 に よ る 含 水 メ ル ト
の 粘 性 測 定 法 . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京
5 . 前 野 深 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 2 ) : 薩 摩 硫 黄 島 硫 黄 岳 の ハ イ ア ロ ク ラ ス タ イ ト . 地
球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 2 年 合 同 大 会 , 東 京
6 . 金 杉 論 , 谷 じ 1 宏 充 , 後 藤 章 夫 ( 2 0 0 2 ) : マ グ マ 模 蛎 討 勿 質 と し て の 透 輝 石 、 カ





















1. H. Taniguchi, T. Eguchi, A. Yokoo and T. saito (2003) Estimation ofthe hazardous
area distribution to accompany the volcanic explosions based both on the scaling
Iaw and a numerical simulation. cities on volcanoeS 3, July 13-18, Hilo, Hawaii,
USA
2. F: Maeno and H. Taniguchi(2003) Rhyolitic lava dome growth in a shaⅡOw sea
during showa lwo、jima eruption in 1934 -35. cities on vo]canoeS 3, July 13-18,
Hilo, Hawaii, USA
3. A. Yokoo and H. Taniguchi(2003) Numerical simulation offlashing arc and
determination of explosion energy and depth. cities on volcanoeS 3, July 13-18,
Hilo, Hawaii, USA
2 2
4 .  H .  T a n i g u c h i ,  K .  s u z u k i ・ 1 く a m a t a ,  S .  N a k 2 d a ,  H .  K a m a 捻 ,  K .  s a n g e n ,  T .  M a t s u s h i m a
a n d  T .  u e d a  ( 2 0 0 3 )  1 n ・ s i t u  d e t e r m i n a t i o n  o f  p h y s i c a l  c o n d i t i o n  l v i t h i n  r u n n i n g
P y r o d a s t i c  a o w s :  u n z e n  v o l c a n o ,  J a p a n , 1 9 9 2 .  J u n e  3 0 J u l y  1 1 , 1 U G G ,  s a p p o r o ,
J a p a n
5 .  A .  G o t o ,  H .  T a n i g u c h i  a n d  A .  K i t a 1 阻 Z e  ( 2 0 0 3 )  v i s c o s i t y  m e a s u r e m e n t s  o f  h y 山 ' O U S
S i l i c a t e  m e l t s  u s i n g  f i b e r  e l o n g a t i o n  m e t h o d .  J u n e  3 0 ・ J u l y  1 1 , 1 U G G ,  s a p p o r o ,  J a p a n
6 .  A .  Y o k o o ,  M . 1 C h i h a r a ,  A .  G o t o ,  H .  o s h i m a ,  H .  A o y a m a ,  T .  M a e l く 2 W a  a n d  H
T a n i g u c h i ( 2 0 0 3 )  u n d e r w a t e r  E x p l o s i o n  E x p e r i m e n t s  f o r  t h e  u n d a ' s t a n d i n g  o f
S u b m a r i n e  E x p l o s i v e  E r u p t i o n .  J u n e  3 0 ・ J u l y  1 1 , 1 U G G ,  s a p p o r o ,  J a P 2 n
フ .  S .  K a n a s u g i ,  H .  T a n i g u c h i  a n d  A .  G o t o  ( 2 0 0 3 )  T h e  v i s c o s i t y  o f  d i o p s i d e ・ p o t a s s i u m
f e l d s p a r  m e l t  s y s t e m .  J u n e  3 0 ・ J u l y  1 1 , 1 U G G ,  s a p p o r o ,  J a p a n
8 .  E  M a e n o  a n d  H .  T a n i g u c h i ( 2 0 0 3 )  T h e  e 丘 e c t  o f  s e a w a t e r  o n  r h y o 】 i t i c  d o m e  g r o w t h
i n  a  s h a Ⅱ O w  s e a  d u r i n g  s h o w a  l w o ・ j i m a  e r u p t i o n  i n  1 9 3 4  - 3 5 .  J u n e  3 0 J u l y  1 1 ,
I U G G ,  s a p p o r o , J a p a n
9 .  M '  T a n a k a ,  H .  T a n i g u c h i  a n d  T .  M i y a m o t o  ( 2 0 0 3 )  E r u p t i o n  o f  T o w a d a  v o l c a n o  i n
H e i a n ・ p e r i o d .  J u n e  3 0 ・ J u l y  1 1 , 1 U G G ,  s a p p o r o ,  J a p a n
1 0 . 谷 口 宏 充 , 後 藤 章 夫 , 市 原 美 恵 , 横 尾 亮 彦 ( 2 0 0 3 ) 火 山 探 査 移 動 観 測 ス テ ー
シ ョ ン M O V E の 開 発 に つ い て 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 船 年 合 同 大 会 、 東 京
1 1 . 横 尾 亮 彦 , 市 原 美 恵 , 谷 口 宏 充 , 池 辺 伸 ・ 一 郎 ( 2 0 0 3 ) 火 山 性 圧 力 波 の 、 可 視 映 像
地 球 惑 早 科 学 関 連 学 会 2 0 0 3 年 合 同 大 会 , 東 京
1 2 . 中 村 一 ・ 輝 , 谷 Π 宏 允 ( 2 0 0 3 ) 有 珠 火 山 1 9 7 7 年 噴 火 に お け る プ リ ニ ア ン Π 貴 出 物 の
キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 3 年 合 同 大 会 , 東 京
1 3 . 前 野 深 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 3 ) 浅 海 域 に お け る 流 紋 岩 質 溶 岩 ド ー ム の 成 長 プ ロ セ
ス ー 1 9 3 4 - 3 5 年 昭 和 硫 黄 島 噴 火 を 例 に し て ー . 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 3 年 介
同 大 会 , 東 京
1 4 . 菅 野 繁 広 , 後 産 章 夫 . 谷 「 1 宏 充 ( 2 0 0 3 ) 伊 豆 プ く 島 1 9 8 6 年 L A 溶 岩 流 の 表 而 形 態
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 船 年 合 同 大 会 束 京
1 5 . 總 ' 谷 和 生 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 3 ) 磐 梯 山 1 8 朋 年 疾 河 U 隹 積 物 と 被 災 記 録 . 地 球 惑 星 科


























10.オ凱尾ナ'彦,谷口広1充(2004) propagation ofweak pressure waves within the ash・
Iad印PlumeonAS019諦eruption,地球惑昆利・学関迎学会合岡大会(幕張メツセ,
千葉)
11. S.G. catane, T ui, M.C.B. Arpa, B. cabTial and H. Taniguchi(2004) potentia]
hazardsfrom the youngest exp]oslve eNptions of Laguna caldera to Metrop01北an
Manila,philippines, WPGM 2004 (Honolu]U)
2 4
1 2 .  A .  G o t o ,  H .  T a n i g u c h i ,  Y  N i s h i d a  a n d  H '  o s h i m a  ( 2 0 0 4 )  E 丘 e c t  o f t h e r m a l  m e m o r y
O n  v i s c o s i t y  i n c r e a s e  l n  m a g m a t i c  s i l i c a t e  m e l t s  a t  l o w  t e m p e r a t u r e  w i t h o u t
C r y s t a Ⅱ i z a t i o n ,  W P G M  2 0 0 4  ( H o n o l u l u )
1 3 . 1 C h i h a r a , M . ,  T a n a k a ,  K . ,  o s h i m a ,  H . ,  G o t o ,  A . ,  a n d  T a n i g u c h i ,  H . ( 2 0 0 4 )  w a v e
G e n e r a t i o n  a n d  F o r m a t i o n  i n  t h e  A i r  b y  u n d e r w a t e r  E x p l o s i o n s ,  X 八 I P G M  2 0 0 4
( H o n o l u l u )
1 4 .  T a k a t a ,  T . ,  A .  G o t o ,  H .  T a n i g u c h i ( 2 0 0 4 )  S P H  s i m u l a t i o n s  o f f i e l d  e x p l o s i v e
e x p e r i m e n t s :  r e l a t i o n s  o f  e x p l o s i v e  e n e r g y  a n d  d e p t h  t o  e x p l o s i v e  f e a t u r e s ,  W P G M
2 0 0 4  ( H o n o l u l u )
1 5 . 市 原 美 忠 、 、 大 島 勇 、 光 , 後 藤 章 夫 , 谷 口 宏 充 . 火 山 爆 発 計 1 則 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム
( 2 0 0 4 ) : 水 中 爆 発 に よ る 空 振 の 発 生 と 波 形 形 成 過 程 一 洞 爺 湖 水 中 爆 発 実 験 の 計
測 結 果 に よ る ぎ 察 一 . 特 定 領 域 「 火 山 幕 蔀 劃 平 成 1 5 年 度 シ ン ポ ジ ュ ー ム ( 東 大
地 震 研 , 東 京 )
1 6 . 谷 口 宏 充 , 後 膿 章 夫 , 市 原 美 悪 ( 2 0 0 4 ) : 火 山 探 査 移 到 血 見 測 ス テ ー シ ヨ ン と 搭
載 観 測 シ ス テ ム の 開 発 . 平 特 定 領 域 「 火 山 爆 ぢ 劃 平 成 1 5 年 度 シ ン ポ ジ ュ ー ム
( 東 大 地 震 研 , 東 京 )
1 7 . 前 野 深 , 今 村 文 彦 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 4 ) : カ ル デ ラ 陥 没 に 伴 う 津 波 の 発 生 と 伝
播 過 程 一 鬼 界 ア カ ホ ヤ 噴 火 の 例 一 特 定 領 域 「 火 山 爆 発 」 平 成 1 5 年 度 シ ン ポ
ジ ュ ー ム ( 東 大 地 震 研 、 東 京 )
2 0 0 5 年
1 、 小 蓉 昌 史 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 5 ) 火 砕 流 の 流 動 機 構 に お け る 粒 子 径 の 呆 郷 部 , 地 球 惑
星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ッ セ , 千 葉 )
2 . 前 野  i 架 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 5 ) D e p o s i t i o n a l a n d w e l d i n g p r o c e s s e s  o f d i l u t e p y r o c l a s t i c
d e n S 北 y c u r r 印 t s , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ッ セ , 千 葉 )
3 . 中 村 ' 一 那 . 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 5 ) 右 珠 火 山 1 9 7 7 年 プ リ ニ ア ン 噴 火 に お け る マ グ マ の
脱 ガ ス 過 程 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 ( 幕 張 メ ッ セ , 千 葉 )
4 . 谷 口 宏 充 , 後 藤 章 夫 , 市 原 美 恵 ( 2 0 0 4 ) 火 山 探 査 移 動 観 測 ス テ ー シ ョ ン と 搭 載



















谷口宏充(2006) Mixing and degassing ofmagmas in the loth century eruption of


















西 本 潤 平 , 中 川 光 彰 、 , 宮 本 毅 , 谷 「 _ 1 宏 充 , 田 中 勇 三 ( 2 0 0 6 ) 白 穀 山 1 0 世 紀 畷
火 に お け る マ グ マ シ ス テ ム の 検 討 地 球 惑 星 利 ' 肖 渕 迎 学 会 合 同 大 会  W 初 長 メ ッ
セ . 千 ・ 葉 )
久 利 美 和 , 井 田 専 明 , 田 中 良 和 , 谷 「 1 宏 充 , 林 信 太 郎 , 火 島 彪 0 モ , 特 定 領 域 研
究 「 火 l b 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 一 般 公 開 実 行 メ ン バ ー ( 2 0 0 5 ) 特 定 領 城 研 究
「 火 1 1 1 爆 発 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 」 が 行 っ た 一 般 公 1 刑 と そ の ア ン ケ ー ト 結 果 , 地 球
惑 早 手 1 ・ 学 関 迎 学 会 合 同 大 会 儁 翻 長 メ ッ セ , 千 穿 今
8
2 0 0 7 年
1 . 紺 谷 和 生 . 谷 1 _ 1 宏 充 ( 2 0 0 7 ) 瑞 杵 川 ル 8 8 8 イ ド 噴 火 に お け る 低 温 サ ー ジ の ウ エ ッ ト
デ ポ ジ シ ヨ ン 地 球 惑 昆 . 科 学 渕 述 学 会 介 同 大 会 儁 翻 長 メ ソ 七 , 千 穿 D
2 . 小 村 , 脚 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) 怪 石 の マ イ ク ロ ラ イ ト 組 織 か ら 打 杉 E す る 村 珠 火 山
1 9 7 7 年 プ リ ニ ア ン 噴 火 に お け る マ グ マ の 上 昇 過 程 . 地 球 惑 星 利 g 斗 判 連 学 会 介 同
大 会 ( 幕 張 メ ッ セ , 丁 ・ 劣 幻
3 . 谷 [ 1 宏 充 ,  1 御 摂 章 夫 , 、 市 原 美 恵 ,  1 」 _ 1 田 功 夫 , 火 島 彰 、 光 ( 2 0 0 7 ) 新 し い 1 ] 立 火 観 測
機 器 開 発 の 現 状 と 今 後 の 課 恕 , 地 球 惑 星 科 学 関 迎 学 会 合 同 大 会 仔 側 長 メ ッ セ
千 菜 )
4 . 小 暮 昌 史 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) 火 砕 流 の 堆 枯 機 枇 に お け る 粒 子 特 忰 の 影 粋 : ア ナ
ロ グ 実 験 . 地 球 惑 星 科 学 渕 述 学 会 合 同 大 会 儁 薪 長 メ ッ セ 、 千 菜 )
5 . 稲 山 尚 利 , 谷 【 1 宏 充 ( 2 0 0 7 ) 伊 豆 新 島 向 山 火 山 8 8 6 年 噴 火 の 火 山 地 質 一 火 る 孕 性
密 度 流 堆 砧 物 の 堆 殖 構 造 に 注 Π し て ー , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 ( 幕 張
メ ッ セ , 千 穿 D
6 . 加 藤 姑 , 後 藤 章 夫 , 小 川 俊 広 , 谷 口 宏 充 ( 2 0 0 7 ) 火 山 爆 発 に お け る 圧 力 解 放
と 物 体 放 出 に 関 す る 実 験 的 研 究 . 地 球 惑 星 科 学 関 速 学 会 合 同 大 会 俳 初 長 メ ッ
セ , 千 葉 )
フ .  H .  T a n i g u c h i ,  A .  G o t o ,  M . 1 C h i h a r a , 干 :  M a e n o ,  M .  K u r i ,  T  s h i m a t l o ,  K .  K a n e k o , 1 '  Y a m a d a
( 2 0 0 7 )  D e v e 】 o p m e n t  a n d  A  M a n e u v e r  o f  " M o b i l e  o b s e r v a t o r y  f o r  v o l c a n i c

































2 0 0 5 年 一 2 0 0 8 年 基 盤 研 究 ( A ) 海 外 学 術
「 白 頭 山 火 山 の 活 動 史 と マ グ マ に つ い て の 印 期 中 3 ケ 国 共 同 研 究 」
2 0 0 6 年 一 2 0 0 7 年 住 友 財 団 環 境 研 究 助 成
「 白 頭 山 の 近 世 噴 火 史 と 噴 火 に 伴 う 東 ア ジ ア 地 城 環 境 変 動 の 日 朝 中 3 ケ 国 共 同
研 究 一 遺 跡 ・ 古 文 冉 な ど に 基 づ く 検 討 一 」
2 0 0 6 年 一 2 0 0 7 年 東 北 大 学 飴 P  ア ジ ア プ ロ グ ラ ム
「 白 頭 山 の 火 山 活 到 ナ 活 発 化 に 対 応 す る [ い Ⅲ 陣 3 ケ 国 共 同 研 究 と 人 材 ネ 、 ソ ト ワ ー
ク の 構 築 」
2 0 0 7 年 一 2 0 0 9 年 基 盤 研 究 田 ) 一 般 研 究





マ ス コ ミ 報 道 ・ 普 及 事 業 な ど
1 9 9 1 年 1 0 月 雲 仙 普 賢 岳 に お け る 火 山 性 井 N 叫 か ら 求 め た 爆 発 エ ネ ル ギ ー 量 の
観 刈 H 吉 果 が 毎 日 新 聞 , 共 同 通 信 ,  N H K な ど で 都 道 さ れ た
1 9 9 2 年 Ⅱ 打 1 0 日 毎 日 新 聞 に 雲 仙 普 賢 岳 に お け る ゾ 師 孕 流 の 温 度 ・ 圧 力 計 領 嚇 吉 果
が 紹 介 さ れ た
1 9 9 3 年 2 月 米 1 司 の 科 学 判 儒 志 S c i e n c e  N e w S  に 雲 仙 普 賢 岳 に お け る 燃 風 研 究 結
果 が 紹 介 さ れ た
1 9 9 3 年 7 月 Ⅱ 日 信 濃 毎 口 新 聞 で 普 賢 岳 火 砕 サ ー ジ の 威 力 に 関 す る 研 究 成 果
が 紹 介 さ れ た
1 9 9 9 年 1 0 月 9 日 河 北 新 机 に お い て 岩 手 火 山 災 害 予 測 手 法 研 究 が 紹 介 さ れ た
2 0 0 0 年 5 月 2 7 日 「 白 頭 山 1 0 世 紀 巨 大 岫 プ く と そ の 歴 史 効 果 」 第 1 回 公 開 シ ン
ポ ジ ウ ム を 開 催 し た









8 . 2 0 0 0 年 1 0 H  7 日
9 '  2 0 0 0 年 1 2 月 2 2 日
朝 日 新 聞 で 有 珠 火 山 2 0 0 0 年 噴 火 の 解 析 結 果 が 紹 介 さ れ た































2 0 0 6 年 8  打 2 5 H  火 阪 斥 侍 文 盲 セ ン タ ー に お い て サ イ エ ン ス ・ パ ー ト ナ ー シ ッ
プ ・ プ ロ ジ ェ ク ト ( S P P ) 敦 員 粥 M 多 に お い て 「 新 し い 火 1 _ U 研 究 の 方 向 」 を i 緋 義
し た
2 0 0 6 年 1 0 月 韓 国  K N N  テ レ ビ に お い て 白 豆 百 1 1 1 研 究 の 成 果 が 紹 介 さ れ た
2 0 0 7 年 6 月 9 日 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ン タ ー ・ 伊 述 市 唄 火 湾 文 化 研 究 所 迎 携 誠 海
会 に お い て 「 , , 朝 巨 尹 尭 の 活 火 山 亡 1 頭 l h は い ま 」 を 1 , ' ^ 寅 し た
2 0 0 7 年 1 1 打  N H K  テ レ ビ に お い て  M O V E ω 1 究 力 泌 召 介 さ れ た
2 6
2 7
2 8
